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【
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

野の

口ぐ
ち

善ぜ
ん

敬け
い　

‌�

一
九
五
四
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
九
州
大
学
大

学
院
博
士
課
程
中
退
。
福
岡
県
長
性
寺
住
職
。

花
園
大
学
教
授
。
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教

学
研
究
委
員
。
博
士
（
文
学
・
東
洋
大
学
）

廣ひ
ろ

田た

宗そ
う

玄げ
ん　

‌�

一
九
六
七
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
花
園
大
学
大

学
院
博
士
課
程
修
了
。
兵
庫
県
順
心
寺
住
職
。

花
園
大
学
非
常
勤
講
師
。
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン

タ
ー
教
学
研
究
委
員
。
博
士
（
文
学
・
花
園
大
学
）

丸ま
る

毛も

俊し
ゅ
ん
こ
う宏　

‌�

一
九
七
五
年
、
愛
知
県
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学

大
学
院
博
士
課
程
中
退
。
愛
知
県
永
弘
院
住

職
。
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委

員
。

《『
圜
悟
心
要
』
訳
注
・
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所

�

『
圜
悟
心
要
』
研
究
会
参
加
者
》

野の

口ぐ
ち

善ぜ
ん

敬け
い

（
九
州
西
教
区
・
長
性
寺
住
職
）

小お

川が
わ

太た
い
り
ゅ
う龍

（
兵
庫
教
区
・
常
楽
寺
副
住
職
）

桐き
り

野の

祥し
ょ
う
よ
う陽

（
京
都
両
丹
教
区･

大
泉
寺
住
職
）

瀧た
き

瀬せ

尚
し
ょ
う
じ
ゅ
ん
純
（
京
阪
教
区
・
寒
山
寺
副
住
職
）

廣ひ
ろ

田た

宗そ
う

玄げ
ん

（
兵
庫
教
区
・
順
心
寺
住
職
）

本ほ
ん

多だ

道ど
う
り
ゅ
う隆

（
京
阪
教
区
・
梅
松
院
副
住
職
）

丸ま
る

毛も

俊し
ゅ
ん
こ
う宏

（
愛
知
西
教
区
・
永
弘
院
住
職
）

《『
楞
厳
経
』
訳
注
・
教
学
研
究
委
員
会
参
加
者
》

小お

川が
わ

太た
い
り
ゅ
う龍

野の

口ぐ
ち

善ぜ
ん

敬け
い

廣ひ
ろ

田た

宗そ
う

玄げ
ん

堀ほ
り　

祥し
ょ
う
が
く岳

（
岐
阜
東
教
区
・
安
國
寺
副
住
職
）

本ほ
ん

多だ

道ど
う
り
ゅ
う隆

丸ま
る

毛も

俊し
ゅ
ん
こ
う宏
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【
編
集
後
記
】

　

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
劇
的
な
普
及
に
よ
り
、
昨
今
の
私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。
宗
教
や
学
問
、
そ
し

て
、
こ
れ
ら
を
取
り
巻
く
環
境
も
ま
た
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
春
に
第
一
〇
号
が
無
事
に
刊
行
さ
れ
、
こ
の
た
び
、
電
子
化

に
移
行
し
、
第
一
一
号
と
い
う
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
に
安
易
に
迎
合
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
し
そ
う

し
た
流
れ
に
対
応
し
得
る
布
教
や
研
究
の
ス
タ
イ
ル
を
模
索
す
る
試
み
で
す
。
今
号
で
は
、
論
文
一
篇
と
訳
注
二
篇
を
掲
載
し
ま

し
た
。

　

花
園
大
学
教
授
で
本
派
教
学
研
究
委
員
で
も
あ
る
野
口
善
敬
先
生
か
ら
は
、
宋
代
の
大
慧
宗
杲
禅
師
と
、
大
慧
禅
師
の
言
葉
と

し
て
伝
え
ら
れ
た
「
大
悟
は
一
十
八
遍
、
小
悟
は
其
の
数
を
計は

か

ら
ず
（
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
不
計
其
数
）」
と
い
う
句
と
の
関
係
、

及
び
そ
の
歴
史
的
な
成
立
の
由
来
と
流
行
の
経
緯
に
関
す
る
論
考
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。
考
察
を
通
し
て
導
き
出
さ
れ
た
結
論

は
、
私
た
ち
が
僧
侶
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
、
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

訳
注
二
篇
の
う
ち
、『
圜
悟
心
要
』
訳
注
は
、
野
口
先
生
を
中
心
と
し
て
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
で
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス

で
開
か
れ
て
い
る
輪
読
会
の
成
果
で
す
。『
圜
悟
心
要
』
は
、
大
慧
禅
師
の
嗣
法
の
師
で
あ
り
、『
碧
巌
録
』
の
著
者
と
し
て
も
有

名
な
圜
悟
克
勤
禅
師
の
「
法
語
」
を
集
め
た
語
録
で
す
が
、
今
回
は
、
そ
の
冒
頭
の
「
示
華
蔵
明
首
座
（
華
蔵
の
明
首
座
に
示
す
）」

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

も
う
一
篇
は
、
宗
門
で
読
誦
さ
れ
て
い
る
「
楞
厳
呪
」
を
収
載
し
た
経
典
で
あ
る
『
楞
厳
経
』
の
訳
注
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
本

派
教
学
研
究
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
輪
読
会
の
成
果
で
あ
り
、
禅
の
語
録
に
も
引
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
巻
六
の
訳
注
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
『
圜
悟
心
要
』『
楞
厳
経
』
は
共
に
文
章
も
内
容
も
難
解
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
訳
注
を
発
表
す
る
に
あ
た
っ
て
は
誤
っ
た
解
釈
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も
少
な
く
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
圜
悟
禅
師
の
生な

ま

の
声
に
触
れ
て
み
た
い
方
や
、
禅
門
で
重
視
さ
れ
て
き
た
『
楞
厳
経
』
が

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
説
い
た
経
典
な
の
か
を
知
っ
て
み
た
い
方
に
と
っ
て
、
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
こ

の
分
野
を
専
門
に
さ
れ
る
方
々
か
ら
の
、
忌
憚
な
き
ご
批
正
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

中
国
の
歴
史
に
お
い
て
、
印
刷
技
術
の
一
段
の
発
達
に
よ
り
、
前
代
に
も
増
し
て
広
く
情
報
の
共
有
が
可
能
と
な
っ
た
明
代
末

期

― 
こ
の
時
代
を
生
き
た
馮ふ

う

夢ぼ
う

禎て
い

居
士
は
、
普
及･

閲
覧
に
便
利
な
方
冊
型
大
蔵
経
（
袋
綴
じ
仕
様
の
大
蔵
経
）
の
刊
刻
を
目
指

す
嘉
興
蔵
の
事
業
メ
ン
バ
ー
に
名
を
連つ

ら

ね
、
こ
う
書
き
記
し
て
い
ま
す
。

〔
大
型
で
流
通
に
は
適
さ
な
い
従
来
の
折
本
仕
様
の
大
蔵
経
で
は
な
く
、〕
も
し
〔
流
通
に
適
し
た
〕
方
冊
〔
仕
様
の
大

蔵
経
〕
が
実
現
さ
れ
た
な
ら
ば
、
山
間
部
や
津
々
浦
々
、
辺
鄙
な
田
舎
や
辺
境
の
町
も
、
蔵
経
経
典
を
所
有
で
き
な
い
心

配
が
な
く
な
る
し
、〔
閲
覧
機
会
の
少
な
い
〕
僧
侶
も
世
俗
の
人
々
も
、〔
そ
し
て
〕
聡
明
な
知
識
人
た
ち
も
、
蔵
経
経
典

を
閲
覧
で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
心
配
が
な
く
な
る
。（
若
方
冊
既
行
、
山
陬
・
海
隅
、
窮
郷
・
下
邑
、
不
患
不
能
有
蔵
経
、
若
緇

若
素
、
聡
明
暁
文
之
子
、
不
患
不
得
見
蔵
経
。）（『
刻
蔵
縁
起
』
所
収
「
刻
大
蔵
縁
起
」）

　

こ
の
た
び
の
電
子
化
を
き
っ
か
け
と
し
て
、『
教
学
研
究
紀
要
』
に
寄
せ
ら
れ
る
研
究
成
果
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
よ
り
広

く
、
よ
り
簡
便
な
か
た
ち
で
、
多
く
の
方
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
ま
た
引
き
続
き
、
宗
門
内
外
の

皆
様
か
ら
の
力
作
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
長
興
寺
住
職
で
元
教
学
研
究
委
員
の
松
下
宗
柏
師
、
国
際
禅
学
研
究
所
の
ト
ー
マ
ス･

カ
ー
シ
ュ
ナ
ー
師
か
ら

は
英
文
タ
イ
ト
ル
に
関
す
る
ご
教
示
を
賜
り
、
教
化
セ
ン
タ
ー
の
中
山
宗
祐
師
に
は
事
務
全
般
の
労
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。
こ
こ
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
多
道
隆　

記
）
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【
電
子
版
『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
執
筆
要
項
】

　

教
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
下
記
の
要
領
で
、「
論
文
」「
訳
注
」「
研
究
ノ
ー
ト
」「
資
料
紹
介
」「
書
評
」
な
ど
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

＊

　
《
テ
ー
マ
》　　

‌�
臨
済
宗
を
中
心
と
し
た
禅
宗
に
関
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
仏
教
全
般
に
わ
た
る
内
容
で
、
宗
学
に
資
す
る
と

考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
。

　
《
枚　

数
》　　

‌�

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙 

五
〇
枚
以
内
を
目
安
と
す
る
。
た
だ
し
、
論
証
の
過
程
で
紙
幅
を
更
に
要
す
る
論

文
や
訳
注
原
稿
な
ど
に
つ
い
て
は
、
超
過
を
認
め
る
場
合
も
あ
る
。

　
《
体　

裁
》　　

・
本
文
は
日
本
語
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

・‌�

縦
書
き
を
原
則
と
す
る
。
た
だ
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
な
ど
の
資
料
を
中
心
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

横
書
き
を
認
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

・‌�

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
一
太
郎
も
し
く
は
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
）
で
執
筆
さ
れ
た
原
稿
の
み
を
対
象
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

・‌�

資
料
を
口
語
訳
し
た
場
合
に
は
、
原
文
を
必
ず
本
文
中
ま
た
は
注
に
付
す
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

・‌�

正
漢
字
体
と
常
用
漢
字
体
の
い
ず
れ
の
使
用
も
可
と
す
る
が
、
全
体
も
し
く
は
本
文
や
注
単
位
で
必
ず
統

一
性
を
持
た
せ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

・‌�

資
料
と
し
て
書
き
下
し
文
を
用
い
る
場
合
、
仮
名
遣
い
は
新
旧
任
意
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

・‌�

「
今
昔
文
字
鏡
」
な
ど
の
特
殊
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
た
場
合
は
、
提
出
時
に
そ
の
旨
を
明
記
す
る

こ
と
。
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《
提
出
方
法
》　

・‌�

テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ー
タ
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
、
打
ち
出
し
原
稿
、
英
文
タ
イ
ト
ル
を
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

・‌�

テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ー
タ
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
、
及
び
英
文
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
ル
で
の
送
付
も
可

能
。
※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
《
提
出
先
》　　
〒
六
一
六
―
八
〇
三
五　

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
四

　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
宗
務
本
所 

教
化
セ
ン
タ
ー　
℡
〇
七
五
―
四
六
三
―
三
一
二
一
㈹

　
　
　
　
　
　
　
※
封
筒
の
表
に
「
紀
要
原
稿
在
中
」
と
明
記
す
る
こ
と
。

　
《
締　

切
》　　

毎
年
十
二
月
末
日
（
厳
守
）

　
《
公　

開
》　　

‌�

翌
年
四
月
（
予
定
）。
妙
心
寺
公
式
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.m
yoshinji.or.jp/

）
の
み
で
の
公
開
と
し
、
紙

媒
体
で
の
刊
行
は
行
わ
な
い
。

　
《
そ
の
他
》　　

抜
刷
の
提
供
は
行
わ
な
い
。
抜
刷
を
希
望
す
る
場
合
は
、
実
費
及
び
送
料
を
執
筆
者
負
担
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
化
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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